
 

                    

   

 

  

『

凡

事

徹

底

』

芸
術
の
分
野
で
は
、

天
才
画
家

ゴ
ッ
ホ
の
言
葉
に
も
、
同
様
の

哲
学
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
偉
業
は
、

一
時
的
な
衝
動
で

な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

小

さ
な
事
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
だ
」

平
凡
を
極
め
た
先
に
だ
け
非
凡
、

が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

、

皆
さ
ん
が

ボ
ヌ
ー
ル
デ
イ
で
、

一
見
地
味
に
思
え
る
リ
ハ
ビ
リ
を
、

積
み
重
ね
て
い
く
先
に
は
、

W
杯
で
、

１
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
に
匹
敵
す
る
、
、
、

非
凡
な
、

個
人
個
人
の
目
標
到
達
が
、

あ
り
ま
す
。
目
標
は
、

目
に
見
え
る

「
向
上
」
「
習
得
」
と
は
限
ら
ず
、

「
け
が
予
防
」
「
維
持
」
あ
る
い
は

「
継
続
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う

そ
れ
が
、

あ
な
た
だ
け
の
ゴ
ラ
ッ
ソ

、

（

た
ぐ
い
ま
れ
な
ゴ
ー
ル
）
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先
の
W
杯
開
幕
前
に
、
森
保

一
監
督

が
掲
げ
た
日
本
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

『
凡
事
徹
底
（
ぼ
ん
じ
て
っ
て
い
）
』
。

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
も
、

そ
れ
を
徹
底
的
に
追
求
し
、
達
成
し
よ
う

と
す
る
信
念
を
指
し
ま
す
。

過
去
、
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
創
業
者

松
下
幸
之
助
氏
が
、
人
の
育
成

に
お
け
る
柱
と
し
て
い
た
理
念
で
す
。

か
の
ア
ッ
プ
ル
社
を
起
業
し
世
界
を
変
え
、

た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
氏
も
、
こ
の

精
神
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
。

球
界
で
は
、

ノ
ム
さ
ん
こ
と
野
村
克
也
氏
、

イ
チ
ロ
ー
、
大
谷
翔
平
選
手
が
「
あ
た
り
前

の
こ
と
（

＝
ル
ー
テ
ィ
ン
）

を
徹
底
し
て

続
け
る
」
こ
と
だ
け
が
、

と
ん
で
も
な
い

と
こ
ろ
へ
行
く
唯
一
の
道
で
あ
る
と
し
て

実
行
、
見
事
に
体
現
し
て
い
ま
す
ね
。

歩行リハの応用、

横移動。速度を

重視するもので

はありません。

もともと早歩き

の方に対しては、

身についている

ペースを否定せず、

手すりを確実に

つかむ声かけを

行ないます。反復練習で

習慣付けて転倒を予防します。

バランスが難しい

方、気持ちが先行

する方は、背中を

伸ばし、手足足手、

の順番を確認しな

がら一歩また一歩。

反復練習により、

体重移動が安定

してできる感覚

を体得していきます。

平成 9年度前期放送の『あぐり』は、
美容家吉行あぐりの実話エッセイが

モチーフ。自由奔放な夫たちに経済的に
おもねることなく、戦中・戦後、３人の子

（芥川賞作家の淳之介、理恵。女優の和子）
を育て、技術を学び、企業し「美容は生きる力」
を信念に20店舗まで拡大。晩年、自身の真の望
みに気づき事業を縮小する。107歳と⾧命でした。



歩行リハの応用、

の方に対しては、

、、

みんなで炭坑節

射的

ヨーヨー釣り


